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幸E

昭
和
三
十
七
年
度
は
魚
津
市
一
に
賦
課
事
務
の
適

E
化
と
徴
税

発
足
の
第
一
年
度
で
あ
り
-ま
し
一
事
務
の
是
芭
に
つ
い
て
、
強
力

て
淘
に
意
義
の
深
い
年
で
あ
り

一
な
措
置
を
講
じ
て
来
た
の
で
あ

ま
す
口
御
承
知
の
よ
う
に
終
戦
一

り
ま
す
。
幸
い
に
市
民
各
位
の

後
思
想
的
に
経
済
的
に
混
迷
の
一

全
面
的
な
御
協
力
に
よ
り
ま
し

時
期
が
相
当
永
く
続
き
、
一
種
一
て
、
昭
和
ご
十
七
年
度
分
調
定

の
社
会
不
安
を
も
た
ら
し
国
民
一
額
に
対
し
九
七
%
の
好
成
績
を

生
活
が
危
機
に
直
面
し
た
の
で
一
政
め
、
市
の
財
政
運
営
上
大
き

あ
り
ま
す
が
、
税
務
行
政
の
面
一
な
寄
与
を
す
る
と
と
が
出
来
ま

よ
り
考
察
致
し
ま
し
で
も
、
混
一
し
た
こ
と
は
、
市
の
博
来
を
卜

迷
期
の
納
税
成
績
は
極
め
て
悪一

す
る
も
の
と
し
て
欣
喜
に
存
じ

く
行
政
運
営
上
精
神
的
に
も
財
一
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
各
位
の

政
的
に
も
幾
多
の
悶
難
と
損
失
一
絶
大
な
御
協
力
に
対
し
ま
し
て

を
体
験
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
一
深
〈
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第

の

で

あ

り

ま

す

。

一

で

あ

り

ま

す

。

幸
い
に
致
し
ま
し
て
一
同
年
一
魚
津
市
は
漸
く
満
一
年
を
経

以
来
経
済
界
の
小
康
を
得
る
と
一
過
し
た
幼
胞
と
も
云
う
べ
き
で

と
も
に
、
人
心
も
梢
安
定
に
向

一
あ
り
ま
し
て
、
今
後
市
の
発
展

い
ま
し
た
関
係
上
、

全
国
的
に

一
を
期
す
る
た
め
に
は
、
幾
多
の

納
税
成
績
も
漸
次
好
調
を
辿
る

一事
業
が
山
積
し
て
い
る
の
で
あ

一
に
至
り
ま
し
た
と
と
は
、
国
家
一
り
ま
す
。
個
人
経
済
同
様
市
の

一
再
建
の
た
め
淘
に
御
同
慶
に
堪
一
財
政
も
予
定
の
牧
入
が
あ
り
ま

一
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
c

一
せ
ん
と
、
動
き
が
と
れ
な
い
の

一
魚
種
市
が
発
足
致
し
ま
し
た
一
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後
共
市
民

一
当
初
の
納
税
成
績
は
、
遺
憾
な
一
各
位
の
御
理
解
あ
る
御
協
力
を

が
ら
良
好
と
は
申
さ
れ
な
か
っ
一
要
望
し
て
己
み
ま
せ
ん
。

た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
市
に
お
一
次
に
昭
和
三
十
七
年
度
分
と

き
ま
し
て
は
税
務
機
構
の
改
革
一
し
て
調
定
数
し
ま
し
た
市
税
の

を
断
行
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
一
徴
政
成
績
を
御
報
告
申
上
げ
、

徴
税
事
務
処
理
方
法
を
改
善
し
一
御
札
の
言
葉
に
代
え
た
い
と
存

昨
年
十
月
市
民
の
皆
傑
に
協
力
一
じ
ま
す
。
ハ
財
政
課
長
〉

方
を
御
依
頼
申
上
げ
る
と
と
も
一

昭
和
二
十
七
年
度
分
市
税
徴
牧
成
績

定

額

牧

入
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名
産
「
蒲
鉾
」
の

講

習

曾

青
年
学
級
の
目
的
は

一
、
勤
労
青
少
年
を
し
て
国
家

及
社
会
の
有
為
な
形
成
者
と
し

て
必
要
な
資
質
を
養
う
こ
と
。

二
、
勤
労
青
少
年
が
社
会
に
お

い
て
果
さ
ね
ば
な
ら
な
い
使
命

の
自
覚
に
基
き
、
個
性
に
応
じ

て
将
来
の
進
路
を
決
定
さ
せ
、

一
般
的
教
養
を
高
め
、
専
問
的

技
能
そ
習
得
さ
せ
る
こ
と
口

=
一、
社
会
に
つ
い
て
広
〈
深
い

理
解
と
、
健
全
な
批
判
力
を
養

い
、
個
性
の
擁
立
に
つ
と
め
る

と
と
。など
で
あ
る
。

人

口
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道
下
財
産
区
定
例
議
会

去
る
六
月
三
十
日
市
役
所
議

場
で
六
月
定
例
議
会
を
開
会
、

次
の
議
集
み
提
案
さ
れ
た
c

一
、
昭
和
二
十
八
年
度
道
下
財

産
区
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算

一
、
財
政
区
費
助
成
の
件

ハ
道
下
小
学
校
八
十
周
年

記
念
事
業
助
成
金
〉

.を
そ
れ
作
¥
原
案
通
り
議
決

し
た
。

気
の
毒
な
方
建
に
温
い
手
た

去
る
六
月
二
十
五
日
降
り
続

い
た
雨
で
、
北
九
州
方
面
は
か

つ
て
な
い
大
水
災
害
で
、
そ
の

被
管
は
ま
こ
と
に
惨
憶
た
る
も

の
で
同
情
に
た
え
ま
せ
ん
。

昨
年
七
月
一
日
本
市
も
大
水

災
に
見
舞
は
れ
、
県
下
及
び
各

地
か
ら
幾
多
の
水
害
義
損
金
や

教
倒
物
資
が
附
ら
れ
て
い
ま
す

今
度
市
で
も
水
災
で
家
す
な

く
し
、

着
る
も
の
も
な
く
さ
れ

た
り
、

父
母
兄
弟
を
な
く
さ
れ

悲
岐
に
暮
れ
て
お
ら
れ
る
お
気

の
毒
な
方
遠
を
温
い
援
助
で
と

義
損
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

金
制
乃
多
少
を
問
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
温
い
心
を
幾
百
万
の

際
災
者
に
贈
っ
て
上
げ
て
下
さ

い
仁
前
こ
の
事
務
は
厚
生
課
で

援
っ
て
い
ま
す
。

訂

正

〔警

報
吹
流
乙
〕

赤
と
自
の
吹
流
し
だ
け
に

天
神
山
城
跡
と

石

器

時

代

の

遺

跡

市
内
で
史
前
時
代
の
遺
物
が

発
足
さ
れ
た
処
は
、
可
な
り
多

く
、
西
布
施
の
天
神
山
館
、
同

桜
峠
、
上
中
島
の
早
月
上
野
、

上
野
方
の
石
垣
山
附
近
、
下
野

方
の
友
道
方
面
、
松
倉
の
鉢
分

校
附
近
等
引
に
占
め
る
が
、
今
代
表

的
に
其
の
中
の
一
つ
で
あ
る
天

神
山
麓
を
勤
ね
て
見
よ
ろ
む

天
神
山
は
魚
津
旧
市
街
か
ら

東
北
約
一
里
、
天
神
橋
か
ら
四

五
町
の
所
に
あ
っ
て
、

海
抜
百

六
十
米
余
り
の
富
士
型
の
小
丘

で
あ
る
。
電
鉄
魚
津
駅
か
ら
小

川
寺
行
の
乗
合
パ
ス
に
乗
る
と

約
三
十
分
に
し
て
小
川
寺
光
学

坊
前
の
終
点
に
着
く
。
こ
L

か

ら
約
十
分
位
の
峠
を
登
り
き
る

と
其
の
麓
に
達
す
る
。

「
武
隈
家
記
」
に
よ
る
と

「
天
文
二
十
三
年
八
月
朔
日

景
虎
越
中
へ

発
向
し
天
神
山

に
減
を
築
く
」

と
あ
る
が
、
此
の
時
は
謙
信
魚

津
披
の
板
屋
政
広
を
攻
め
る
為

め、

天
神
山
に
一
時
陣
を
取
っ

た
の

で
砦
の
織
な
も
の
で
あ
っ

た
の

で
あ
ろ
号
。

後
天
正
一

O
年
五
月
、
柴
閏

勝
家
等
上
方
勢
を
も
っ
て
、
魚

津
披
を
囲
ん
だ
所
謂
魚
津
役
の

際
勝
家
我
身
に
か
L

る
一
大
事

な
こ
と
故
、
一
合
戦
せ
ん
と
兵

五
千
許
で
、
天
神
山
大
岩
野
に

陣
し
、
片
貝
川
を
前
に
織
旧
軍

と
対
陣
し
た
。
其
の
時
森
勝
蔵

長
一
は
、
信
州
か
ら
太
田
切
口

四〆，‘、
、

を
攻
め
破
り
、

景
勝
の
居
妓
春

日
山
に
乱
入
し
た
の
で
、
景
勝

は
至
念
天
神
山
の
陣
地
を
引
き

払
っ
て
、
春
日
山
妓
に
帰
っ
た

域
祉
天
神
山
の
頂
上
本
丸
跡

に
は
、
A
7
筒
老
松
生
い
繁
っ
て

山
を
蔽
い、

眺
望
の
絶
勝
地
と

し
て
、
四
時
こ
L

に
斑
う
も
の

が
多
い
。
市
民
上
最
高
所
に
は

大
E
十
三
年
時
の
光
学
坊
性
職

大
谷
清
晃
師
の
熊
志
に
よ
っ
て

二
O
O燭
光
の
電
柱
棋
識
慣
が

設
置
せ
ら
れ
、
そ
の
後
鉄
柱
K

改
造
さ
れ
た
。
こ
れ
が
富
山
湾

内
航
行
の
脂
舶
、

-m拶
の
目
標

と
な
り
、

叉
漁
般
上
の
目
じ
る

し
と
l
-
て、

漁
民
が
受
け
て
い

る
恩
恵
が
非
常
に
多
い
。

其
の
麓

一
惜
の
地
は
広

々
と石 器時 代の 遺跡天神 山

し
た
台
地
で
、

現
在
は
主
と
し

甘
藷
州
や
麦
畑
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
L

は
明
治
初
年
頃
か
ら

石
器
時
代
の
遺
物
が
発
見
せ
ら

れ
て
い
る
。

此
の
台
地
の
表
土
二
尺
乃
至

三
尺
は
県
色
土
、
其
の
以
下
は

赤
色
土
、
其
の
下
部
は
砂
磁
の

互
層
で
あ
り
、
赤
色
土
は
石
器

時
代
の
遺
物
包
含
闘
で
表
土
か

ら
約
五
、
六
尺
位
に
な
る
。

明
治
初
年
の
頃
、
天
神
山
附

近
台
地
開
拓
の
際
、
土
中
か
ら

石
器
及
土
器
の
破
片
等
続
々
発

掘
し
た
が
、
当
時
誰
れ
し
も
こ

れ
に
注
意
す
る
も
の
が
な
か
っ

た。

ハ次
号
へ
続
く
)
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グ
遺
族
年
金
議
書
の
書
換
4

日
死
亡
・
婚
姻
・
縁
組
の
場
合
H

先
に
お
手
元
に
渡
っ
て
い
る

一
な
場
合
、
年
金
受
給
の
権
利
が

一び
遺
族
年
金
証
書
持
参
の
上
、

遺
族
年
金
証
書
の
受
給
者
の
う

一
消
滅
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

一
市
厚
生
課
並
び
に
支
所
ま
で
お

ち、

昭
和
=
十
八
年
三
月
三
十

一遺
族
年
金
証
書
書
換
申
請
書
を

一越
し
下
さ
い
。

一
日
現
在
に
お
い
て
、
死
亡
、

一厚
生
大
臣
あ
て
に
提
出
す
る
必

一

婚
姻
或
は
養
子
縁
組
さ
れ
た
様

一
要
が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
印
鑑
及

一

昭和28年 7月15'日発行

特
別
火
災
警
報

サ
イ
レ
ン
と
謹一
月一鐘

特
別
火
災
警
報
が
発
令
さ
れ

た
と
き
は
、
サ
イ
レ
シ
、

警
鍛

が
な
り
ま
す
か
ら
火
災
と
間
迷

い
な
い
様
御
注
意
下
さ
い
。

打
鐙

O

O
l
o
--
O
l
O

サ
イ
レ
シ

0
・:
j
i
-
-
-
O

約
六
秒
を
間
に
三
十
秒
二
回

李賢広

企
業
合
理
化
の

講
演
並
工
場
診
断

市

最
近
の
経
済
情
勢
の
深
刻
化

に
仲
い
、
企
業
の
合
理
的
運
営

の
緊
要
を
痛
感
さ
れ
て
レ
ま
す

の
で
、
今
回
斯
界
の
権
威
者
問

中
要
人
先
生
を
招
聴
し
て
、
講

演
並
に
診
断
を
し
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
此
の
機

を
逸
せ
ず
是
非
御
来
場
下
さ
レ

日
時
七
月
十
九
日
〈
日
曜
)

午
前
十
時
よ
り
講
演

午
后
一
時
よ
り
座
談
会

及
診
断

場
所
市
役
所
ご
階
議
場

演
題
及
其
の
要
点

L
確
実
に
発
展
さ
ず
経
営
の
あ

り
方

Z
版
路
増
進
の
計
画

&
生
産
能
率
の
要
点

4
コ
ス
ト
引
下
げ
の
コ
ツ

5.
上
手
な
金
の
借
り
方

診
断工
場
診
断
御
希
望
の
方
は
至

念
御
申
送
願
い
ま
す
。
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期第

花
咲
港
に
富
山
懸

連
絡
事
務
所
開
設

青
年
圏
で

衛

生

標

語

北
海
道
最
北
端
、
根
室
町
花

一

魚
津
市
大
町
校
下
青
年
団
で

咲
港
は、

鮭
鱒
流
網
泊
業
の
重

一
は
、
保
健
衛
生
観
念
の
高
揚
に

要
基
地
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
一
関
す
る
標
語
を
募
集
中
の
と
ζ

来
魚
津
市
の
出
漁
者
が
中
心
と

一
ろ
、
左
の
魚
津
市
道
下
区
大
江

な
っ
て
、
富
山
県
に
対
し
富
山

一
八
郎
さ
ん
の

県
連
絡
事
務
所
建
設
方
を
陳
情

一

忘
れ
る
な

病
ん
だ
心
で

す
る
と
共
に、

建
設
に
協
力
し

一

日
頃

P
予
防

て
参
り
ま
し
た。

今
回
同
事
務

一が
一
位
と
な
っ
た
が
、
と
め
外

所
が
漸
く
建
設
の
運
び
と
な
り

一

病
ん
で
泣
〈
よ
り
も
衛
生
守

七
月
十
一
日
、

其
の
竣
工
式
が

一

れ

金

岩

政

雄

同
花
咲
降
に
於
て
挙
行
さ
れ
ま

一

親
し
め
日
光

鍛
え
よ
身
体

し
た
。

一

安

念

幸

作

間
花
咲
港
を
根
拠
地
と
し
て

一

浴
び
よ
太
陽
け
ち
ら
せ
病

魚
津
市
出
漁
漁
民
が
約
六

O
O
一

室
井

道

子

名
も
活
躍
し
て
い
て
、
魚
津
市

一

予
防
に
百
円
病
ん
で
万
円

と
は
関
係

も

深

く

市

長

も

祝

辞

一

吉

崎

欽

次

郎

及
び
祝
寵
を
お
く
り
ま
し
た
、
一
衛
生
良
く
し
て
。
健
康
生
活

今
後
同
事
務
所
は
、
出
漁
者
の

一

浜

浦

静

松

拠
点
と
し
て
、
漁
民
に
幾
多
の
一
が
そ
れ
/
¥
二
位
、
三
位
に
入

利
便
が
図
ら
れ
ま
し
ょ
う
Q

一
選
ざ
れ
た
。

d
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f
、.F
3
2
、r・J
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F
2
t
E
f
、.，、
r・2t
、，
E
S

理

解

と

補

導

で

1
1
，、
... 、，、
f
・.
'
t
e
t
i
t
-
-
z
J
t
.
2
・J
也、.
f
Jミ
f
E
F
t
-
f
・2
t
J
-
-
J

‘.f・，r
E
2
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，

先
日
角
川
で
可
愛
い
、
小
学
一
の
様
な
こ
と
を
、
是
非
守
る
様

一

な
ら
な
い
。

生
が
、
本
年
初
の
水
の
犠
牲
と
一
父
兄
の
御
協
力
を
願
っ
て
い
る

一
4.
夜
間
の
外
出
は
保
諮
者
の
付

な

っ

て

溺

死

し

た

。

一

L
毎
日
規
律

E
し
い
生
活
を
お

一

添
い
で
。

毎
年
夏
に
な
る
と
、
子
供
自
一
く
り
、
決
し
て
平
常
の
肢
を

一
ι暴
飲
暴
食
や
符
一
明
の
立
食
い

身
の
不
注
意
ゃ
、
親
遠
の
不
用
一
く
ず
し
た
り
、
ふ
し
だ
ら
な

一

は
ま
こ
と
に
見
苦
し
い
、
伝

意
か
ら
、
こ
の
様
な
気
の
毒
な
一
こ
と
は
し
な
い
。
一
染
病
こ
注
意
し
常
に
身
廻
り

事
柄
が
繰
返
さ
れ
る
の
は
誠
に
一
丸
放
任
し
て
悪
い
癖
を
つ
け
た
一
を
、

制
緊
に
す
る
o

遺
憾
で
あ
る
。

一

り

γ
わ
る
い
性
絡
の
友
達
と

一

:
i
i
-

一

一

G
路
上
遊
戯
や
自
転
車
二
、人
乗

今
年
と
そ
お
互
い
注
意
し
合

一

交
じ
わ
っ
た
り
無
駄
使
い
の

一

一

一

は

絶
対
止
め
、
線
路
杭
断

っ
て
、
楽
し
い
夏
休
み
に
し
ま
一
癖
を
つ
け
な
い
株

t
。

一

一

一

に
充
分
注
意
す
る
。

し
よ
ろ
。

一
3.
水
泳
や
登
山
等
は
父
母
の
許

一

正

こ
れ
に
就
て
は
、
魚
津
市
児

一

可
を
得
た
上
で
、

決
し
て
無

一
7.
映
画
は
椛
騰
の
も
の
だ
け
に

童
生
徒
補
尊
委
員
会
で
は
、
次

一

断
で
或
は

一
人
で
行
つ

て
は

一

す

る
。

夏
休
み
は
魁
味
の
向
上
と
洛
ち

措
い
た
研
究
に
最
も
い
L
機
会

で
す
。

夏
休
み
は
社
会
の
影
響

が
大
き
い
か
ら
、
皆
で
協
力
し

子
供
述
を
見
諮
り
最
も
効
果
的

に
し
よ
う。

休
暇
中
は
小
、
中
、
高
校
の

先
生
方
が
協
力
し
て
生
徒
、
児

童
の
生
活
指
導
に
当
ら
れ
ま
す

か
ら
何
な
り
と
御
相
談
下
さ
い

の

相

談

を

・

:
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ω

病
害
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発
足
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検

疫

と

防

除

か
ね
て
か
ら
設
置
を
要
望
し

て
い
た
、
魚
津
病
害
虫
防
除
所

は
、
去
る
七
月
八
日

E
式
に
事

務
引
継
を
完
了
し
名
実
共
に
発

足
し
た
c

病
害
虫
防
除
所
は
地
方
に
於

け
る
植
物
の
検
疫
及
防
除
に
資

す
る
た
め
県
が
設
置
す
る
も
の

で
、
今
迄
下
新
川
病
害
虫
防
除

所
の
管
轄
で
あ
っ
た
の
が
分
献

し
て
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
の

で
関
係
あ
る
市
民
の
受
け
る
便

益
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
'と
忠

P

っ。街
防
除
所
は
市
役
所
農
林
課

内
に
事
務
所
を
置
き
、
防
除
所

長
は
農
林
課
長
が
任
命
さ
れ
、

農
林
課
員
が
嘱
託
と
し
て
事
務

を
委
嘱
さ
れ
た
。
従
来
地
区
農

業
共
済
組
合
の
技
術
員
が
防
除

員
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
外

更
に各
支
所
農
業
委
員
会
に
一
名

の
防
除
員
が
任
命
さ
れ
、
防
除

に
万
全
を
期
す
る
と
と
に
な
っ

た
病
害
虫
防
除
所
は
何
ん
な
こ

と
を
す
る
か

ハ
一
〉
植
物
の
検
疫
に
関
す
る
事

務

C
一v
防
除
に
つ
い
て
の
企
画
に

関
す
る
事
務

会
一
〉
市
町
村
)
農
業
者
又
は
そ

の
組
織
す
る
団
体
が
行
与

防
除
に
対
す
る
指
導
及
び

協
力
に
関
す
る
事
務

ハ
四
〉
発
生
予
察
事
業
に
関
す
る

事
務

ハ
五
〉
防
除
に
必
要
な
薬
剤
及
び

器
具
の
保
管
並
び
℃
防
除

に
必
要
な
器
具
の

rm自
に

関
す
る
事
務

2
0そ
の
他
防
除
に
関
し
必
要

な
事
務

@
緑
の
山
と
よ
い
堤
防

西
中
校
二
年

宮
嶋
弘
勝

ポ
ス
タ
ー
入
選

上
中
島
校
二
年
寺
西
美
代
子

下
中
島
校
四
年入
倉
巻
紳
一
郎

下
中
島
校
五
年
村
上
貞
雄

村

木

校

六

年

東

金

洋

二

下
中
島
校
六
年
坪
崎
英
夫

西
部
中
校
一
年
土
肥
大
二
郎

H
H

，

二
年
芦
崎
義
一

作

文大
町
校
二
年
ど
い
あ
い
子

片

員

校

三

年

本

作

直

枝

天

神

校

五

年

高

倉

文

子

西
布
施
授
六
年
中
尾
和
子

東
部
中
校
三
年
三
田
村
成
子

作

文大
水
の
思
い
出

片
員
小
学
校
三
年

本

作

直

枝

思
え
ば
き
よ
年
の
七
月
一
日

大
水
が
出
て
、
私
た
ち
は
大
さ

わ
ぎ
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
早

や
一
年
に
な
り
ま
す
。
私
は
そ

ろ
思
っ
た
だ
け
で
も
、
お
そ
ろ

し
〈
て
な
り
ま
せ
ん
。

e

あ
の
大
水
の
出
た
目
、
私
と

兄
と
二
人
で
、
家
の
後
ろ
に
あ

る
川
の
水
を
、
長
い
さ
お
で
は

か
つ
て
い
た
の
で
す
。
け
れ
ど

お
か
あ
さ
ん
が

「
あ
ぶ
な
い
」
と

い
わ
れ
た
の
で
や
め
ま
し
た
。

そ
の
中
だ
ん
だ
ん
水
か
さ
が

穴
月
二
十
六
日
か
ら

七
月
十
固
ま
で

六
月
二
十
六
日
(
金
〉

定
例
市
議
会
開
催

穴
月
二
十
九
日
ハ
月
)

魚
種
市
土
地
改
良
協
会
総
会

開
催

六
月
三
十
日
(
火
〉

道
下
財
産
区
議
会
開
催

七
月
一
日
ハ
水
〉

七
、
一
水
害

一
周
年
記
念
式

典
挙
行

市
勢
振
興
安
員
会
評
議
員
会

同
同一吐い
円占
ι

R
H
b
H
 

問
布
施
地
区
布
施
爪
耕
地
整

理
復
旧
完
成
式
典
挙
行

魚
津
高
校
復
旧
促
進
委
員
会

に
市
長
出
席

千
葉
県
君
津
郡
町
村
会
自
治

研
究
会
員
市
政
視
察
に
来
市

全
=
日
ハ
木
)

県
耕
地
委
員
等
、
片
貝
合
口

用
水
事
業
視
察
の
た
め
来
市

全
三
日
(
金
)

加
積
小
学
校
講
堂
落
成
式

ま
し
て
き
で
、
と
う
と
う
大
水

に
な
り
ま
し
た
。

え
J

ち
の
人
た
ち
は
、
み
ん
な

一
し
よ
う
け
ん
め
い
に
、
ど
う

ぐ
を
だ
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
を
見
て
い
た
私
た
ち
は

手
つ
だ
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん

そ
こ
で
兄
と
二
人
で
手
つ
だ

お
う
と
す
る
と
、

「
あ
ぶ
な
い
か
ら
お
ば
さ
ん
の

う
ち
へ
い
っ
て
い
な
さ
い
」
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
水
は
だ
ん
だ

ん
ま
し
て
き
で
、
え
ん
の
下
へ

入
っ
た
か
と
思
う
と
、
だ
い
ど

こ
ろ
へ
、
つ
ぎ
に
は
ざ
し
き
ま

で
入
っ
て
き
ま
し
た
む

お
か
あ
さ
ん
も
ね
え
さ
ん
も

「
き
っ
と
う
ち
が
た
お
れ
て
し

ま
う
」
と

い
っ
て
な
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
も
「
あ
L

こ
の
ろ
ち
が
な
く
な
る

と
ど
ち
し
よ
う
」
と

考
え
て
い
る
中
に
大
つ
ぶ
の
な

み
だ
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
の

う
ち
は
大
海
の
中
の
島
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
と
な
り
の
う

ち
も
一
し
よ
う
け
ん
め
い
に
家

の
ど
4
ぐ
か
-出
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
学
校
へ
行
か
れ
な
い
の
じ

ゃ
な
い
か
と
思
号
と
、
な
き
け

な
く
な
り
ま
し
た
。

あ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し

二
ど
と
、
あ
ん
な
お
そ
ろ
し
い

め
に
あ
う
の
は
い
や
だ
と
思
い

ま
す
。
ど
う
か
今
年
は
水
が
出

な
け
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

蒲
鉾
講
習
会
を
三
日
、
四
日

の
両
日
開
催

全
四
日
ハ
土
〉

市
議
会
未
決
事
件
処
理
委
員

会
開
催

高
田
市
政
記
者
等
本
市
政
視

察
の
た
め
来
市

全
六
日
ハ
月
〉

市
議
会
総
務
委
員
会
、
文
教

委
員
会
合
同
会
議
川
開
催

定
例
市
教
育
委
員
会
開
催

全
七
日
ハ
火
)

市
議
会
建
設
委
員
会
、
商
工

水
産
委
員
会
合
同
会
議
倒
他

県
防
犯
組
合
連
合
会
に
市
長

出
席
の
た
め
上
県

一

全
八
日
ハ
水
)

一

市
議
会
農
林
委
員
会
開
催
一

市
議
会
厚
生
委
員
会
開
催

一

青
年
学
級
、

青
年
同
の
運
営
一

協

議

会

開

催

一

全

九

日

〈

木

)

一

市
勢
振
興
委
員
会
開
催
一

全
十
目
ハ
金
〉

市
議
会
厚
生
委
員
会
開
催

暑

中

見

舞

「
ス
タ
ン
プ
」
が

出
家
ま
し
た

郵
政
省
で
は
毎
年
暑
中
見
舞

の
絵
葉
書
を
発
行
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
も
亦
中
川
一
政
画
伯

の
絵
い
た
「
か
え
る
」
と
「
か

れ
い
」
の
二
種
が
十
日
か
ら
売

り
出
さ
れ
ま
す
。

魚
湾
局
で
は
こ
れ
に
押
す
「

ス
タ
シ
プ
」
を
作
り
ま
し
た
。

工
業
試
験
場
分
室
の
橋
本
氏
の

図
案
に
依
る
も
の
で
、
窓
口
で

使
用
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

た。図
案
は
大
漁
の
魚
崎
伸
港
と
、

市
の
発
展
の
希
訟
に
燃
え
る
象

徴
を
現
わ
し
た
も
の
だ
そ
う
で

す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
せ
い

ぜ
い
御
利
用
下
さ
い
。

⑨
開
館
時
聞
が
変
ム
リ
ま

す
。

毎
年
の
よ
う
に
暑
中
の
間
夜

間
の
開
館
を
す
る
・
に
め
、
今
ま

で
の
開
館
時
間
を
次
の
よ
う
に

変
更
い
た
し
ま
す
か
ら
御
承
知

下
さ
い
。
晩
の
御
散
歩
の
つ
い

で
に
で
も
ぜ
ひ
御
立
寄
り
下
容

、。夜
間
開
館
の
日 診

査
と
厚
生
の
相
談

聴
力
障
害
者
の
診
断
を
行
い
補
聴

慌
の
適
合
検
査
及
び
修
理
を
実
施
す

る
と
共
に
、
補
聴
器
の
交
付
手
続
を

指
導
し
、
併
せ
て
更
生
相
談
、
職
業

相
談
を
実
施
し
て
聴
力
障
者
者
の
吏

生
を
促
進
す
る
為
、
聴
力
障
害
者
と

し
て
身
体
障
者
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
を
対
象
に
来
る
二
十
四
日
パ金
)

午
前
九
時
か
ら
富
山
県
及
び
当
市
の

主
催
で
桜
井
保
健
所
で
実
施
さ
れ
ゐ

ら
該
当
の
方
は
、

精

々
お
出
で
に

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ

と
こ
ろ

曲

目

図
書
館
階
上

フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚

其
の
他

解

説

出

口

至

氏

ww光
画
会
写
真
展

魚
津
光
画
会
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